
第２学年〇組  

保健体育科学習活動指導案 

指導者 牧瀬 崇昭  

活動主題 「三段攻撃ができるバレーボールチームをつくる」（ネット型） 

活動の価値 

ネット型スポーツは、コート上のネットを挟み、空いた場所をめぐる攻防から得点を競い合う楽し

さを味わうことができるスポーツである。その中でもバレーボールは、仲間と協力してボールをつな

ぎラリーを続けたり、攻撃方法を工夫して得点したりする楽しさを味わうことができる。特に、相手

からの返球をレシーブ、トス、スパイクとつなぎ三段攻撃を成功させることによって得点のチャンス

を増やし、試合を有利に進めることができる。技術的構造としては、アンダーハンドパスやオーバー

ハンドパス、サービスやスパイクといったバレーボール特有の個人技能によって支えられる。また、

セッターやリベロ、アタッカーといった個々に適したポジショニングによって、役割に応じてどのよ

うに連携するのかと探究するところにバレーボールを学習する楽しさがある。さらに、人数やコート

の広さ、ボールの種類、プレイの制限によって、ゲームの難易度を変更することができ、子どもの実

態に応じて工夫できるスポーツでもある。 

本活動「三段攻撃ができるバレーボールチームをつくる」は、自己の課題に応じた練習方法を選択

したり、チームに適したフォーメーションを考えたりしながら、自己の役割や連携プレイを追究する

活動である。本活動を通して、バレーボール特有のボール操作の技能を高めることはもちろん、仲間

と連携して定位置に戻ったり、空いている空間を埋めたりといったネット型スポーツの汎用的な動き

を高めることができる。また、自己やチームの課題に応じた練習方法を選択するといった思考力・判

断力を高めることができる。さらに、責任をもって役割を果たしたり、仲間と協力したりすることの

意義を理解することができる。これらは、ネット型スポーツの楽しさを実感し、生涯にわたって豊か

なスポーツライフを実現していく資質・能力をはぐくむことができる大変意義深い活動である。 

子どもの実態 

 本学級の子ども〇名（男子〇名、女子〇名）にアンケート調査を実施した。子どもは､１年時にも

バレーボールの活動を経験している。まず、１年時のバレーボールの学習でどのような技能が高まっ

たか（複数回答可）という質問をしたところ、アンダーハンドパス〇名、オーバーハンドパス〇名、

レシーブ〇名、サービス〇名、スパイク〇名という結果であった。次に、三段攻撃ができるようにな

ったかという質問に対して、できた〇名、少しできた〇名、あまりできなかった〇名、全くできなか

った〇名という結果であった。最後に、２年生のバレーボールの授業では、どのような技術を高めた

いかという質問に対して「パスやスパイクなどの技能を高めたい」「仲間との連携を高めたい」「男

女混合で協力して達成感を味わいたい」「連携をしっかりして作戦を考えて勝つ」という回答があっ

た。 

 以上の実態から、１年時の学習によりバレーボールの基本的な技能であるパスの技能は一定程度高

まっているが、仲間と連携して三段攻撃するまでに技能が高まっていないことがわかった。一方で、

作戦を考えたり、連携を高めたりすることを課題に感じている子どもが多いことから、仲間との連携

するためのフォーメーションについて学び、役割に応じた動きを高めていく必要がある。 

活動の援助観 

 そこで本活動は、単元の見通しをもち、役割に応じたレシーブ、トス、スパイクの技能やチームの

連携を高めて三段攻撃で得点する楽しさを味わい、学びを生かすことができるようにすることをねら

いとする。そのために、次のような援助を行う。 

・バレーボールの特性を理解することができるよう、モデルの動画を視聴後に試しのゲームを行い、

特性やルールについてまとめる時間を設定する。 

・役割に応じたレシーブ、トス、スパイクの技能を高めることができるように、課題に応じて練習方

法を選ぶ場を設定する。その際、練習方法をまとめた動画集の中から選択できるようにする。 

・チームの連携を高めることができるように、フォーメーションを考える時間やワンキャッチゲーム

を設定する。三段攻撃をできるようにするために、アタックキャッチバレーを設定する。 

・自己の動きや、チーム内の連携の様子を確認することができるように、タブレットと動作遅延アプ

リを活用する。 

・学びを生かすことができるように、リーグ戦や１年生に技術を伝える活動を設定する。 



○ 子どもの学習目標 

三段攻撃ができるチームをつく

るために、得意なポジションを見

つけて技能を高めることができる｡ 

○ 教師の援助目標 

単元の見通しをもち、役割に応じたレシーブ、トス、ス

パイクの技能やチームの連携を高めて三段攻撃で得点する

楽しさを味わい、学びを生かすことができるようにする。 

活動計画（14 時間） 

次 時 学習活動・内容 子どもの問いと思考 援助のねらい・内容・方法 

一 

１ 

① 

１ オリエンテーションをする｡ 

(1) 試しのゲームをする。 

(2) 特性について考える。 

・機能的特性・構造的特性 

・効果的特性・ルール 

(3) 学習課題を設定する。 

学習課題 

自分の得意なポジションを見つ

けて、三段攻撃ができるチーム

をつくる。 
 

１年生の時にパスは

できるようになった

けど、他にどんな技

術が必要かな。 

 

 

 

自分の役割を果たし

て三段攻撃ができる

ようになりたいな。 
 

・１年時に学習したバレーボー

ルの特性を再確認することが

できるように、モデルの動画

を視聴後試しのゲームを行い

特性やルールをまとめる時間

を設定する。 

バレーボールの特性を再確認

し、単元を貫く課題を設定して

見通しをもつことができるよう

にする。 

 

二 

１ 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

④ 

２ パス、ポジション練習をする。 

(1)パスのポイントを再確認する。 

・アンダーハンドパス 

・オーバーハンドパス 

(2) パス練習をする。 

・対人パス・直上パス 

・円陣パス・移動パス 

(3) ポジション練習をする。 

・サーブレシーブ 

・トス・スパイク 

・定位置に戻る動き 

３ コンビネーション練習をする。 

(1) フォーメーションを知る。 

・フォーメーション 

(2) フォーメーションを考え、

ワンキャッチバレーをする｡ 

・ポジショニング 

(3) 三段攻撃局面練習をする。 

・レシーブ・トス・スパイク 

(4) アタックキャッチバレーをする。 

・セッター・レシーバー 

・アタッカー 

チームの戦力から自

分の力を発揮できる

ポジションはどこか

な。 

 

 

 

 

 

自分のポジションが

見つかったぞ。 

三段攻撃を成功させ

るためにはどんなフ

ォーメーションが有

効かな。 

 

 

 

 

私たちにはＷフォー

メーションが１番有

効みたいだ。 
 

・役割に応じたレシーブ、トス

やスパイクの技能を高めるこ

とができるように、課題に応

じて練習方法を選び、ポジシ

ョン練習の時間を設定する。 
 
 
 
・チームの連携を高めることが

できるように、フォーメーシ

ョンを考える時間やワンキャ

ッチゲームを設定する。 

・三段攻撃をできるようにする

ために、アタックキャッチバ

レーを設定する。 

・自己の動きや、チーム内の連

携の様子を確認することがで

きるように、タブレットと動

作遅延アプリを活用する。 

役割に応じたレシーブ、トス、

スパイクの技能やチームの連携

を高めて三段攻撃ができるよう

にする。 

三 

１ 

④ 

４ リーグ戦をする。 

（1） 進め方を決定する。 

・試合の進め方 

（2） 試合や審判をする。 

・審判の方法 

・フォーメーションの有効性 

５ 単元のまとめをする。 

（1） １年生に技術を伝える。 

・パスの基本 

・バレーボールの特性 

チームはどれだけ強

くなったかな。 

 

 

 

三段攻撃ができるバ

レーボールチームが

つくれたぞ。他のス

ポーツでも自分の役

割を果たしたいな。 
 

・これまでの学びを生かすこと

ができるように、リーグ戦や

１年生に技術を伝える活動を

設定する。 

学びを生かすことができるよう

にする。 

本
時 
３
／
４ 



本時 公開授業２ 体育館 第二次の２時（３/４） 

本時の援助観 

 一次において、試しのゲームやモデルの動画を通して、バレーボールの特性やルールを再確認して

いる。また、役割を果たすために自己の課題にあった練習方法を選択しながら、アンダーハンドパス

やオーバーハンドパスを用いたレシーブやトス、スパイクといった個人技能を高めてきている。さら

に、前時では、レシーブフォーメーションの型を知り、オリジナルのフォーメーションを考えたりワ

ンキャッチゲームを行ったりしている。そこで、本時は自己の役割を果たして仲間と協力してボール

をつなぎ三段攻撃を成功することができるように、三段攻撃の局面練習とアタックキャッチバレーを

設定する。なお、ラリーを重視するためにスパイクはジャンプを用いないこととする。 

主眼 

 レシーブ、トス、スパイクとボールをつなぎ三段攻撃ができるようにする。 

本時の過程 

学習活動・内容 指導上の留意点 形態 配時 
 
１ 本時のめあてを確認して目標を設定する。 

(1)ウォーミングアップを行う。 

 ・直上パス ・対人パス 

(2)前時の学習内容を確認する。 

 ・フォーメーション 

 

(3)めあてを設定する。 

チームで協力して三段攻撃を成功させよう。 
 

 

・パスの技能を高めることができる

ように、毎時間のウォーミングア

ップに直上パスと対人パスを行

う。 

 

・本時の学習に見通しを持つことが

できるように、前時の活動の様子

と理想の動きとを比較する場を設

定する。 

本時の学習に見通しをもつことが

できるようにする。 

小

集

団 

/ 

一

斉 

10 

 
２ 三段攻撃の局面練習をチームでする。 

 

 

 

 

 

 ・レシーブ ・トス ・スパイク 

３ アタックキャッチバレーをする。 

 

 

 

 

 

 

 ・フォーメーション ・ポジショニング 

 ・トス ・スパイク ・レシーブ 

 

・三段攻撃に必要な動きを強調して

練習することができるように、局

面練習をチームで行う場を設定す

る。 

・レシーブ、トス、スパイクといっ

た簡単な三段攻撃ができるように

するために、アタックキャッチバ

レーを設定する。 

 

・自己の動きや、チーム内の連携の

様子を確認することができるよう

に、タブレットと動作遅延アプリ

を活用する。 

レシーブ、トス、スパイクとボー

ルをつなぎ、三段攻撃ができるよ

うにする。 

小

集

団 

/ 

学

級

集

団 

30 

 
４ 本時の学習を振り返る。 

・私のポジションはセッターだったけど、

三段攻撃を成功させるため、アタッカー

が打ちやすい位置にトスを上げることが

できた。 

・アタッカーとして、相手の空いている空

間を見つけて、打ち返すことができた。 

 

・チームや個人の新たな課題や成果

を発見することができるように、

チームの活動ＶＴＲを見ながら意

見を出し合う場を設定する。 

チームの新たな課題や成果を発見

することができるようにする。 
小

集

団 

/ 

一

斉 

10 

【三段攻撃局面練習の方法】 

①まず、アタッカーはリベロにトス 

②リベロはレシーブをしてセッターへ 

③アタッカーは簡易スパイク 

【アタックキャッチバレーの方法】 

①サービスは相手からオーバーパス 

②１打目のリベロはキャッチＯＫ 

③セッターはトスのみ 

④アタッカーはスパイク 



活動の評価 

知識・技能 

・ バレーボールの特性や技術の名称、関連して高まる体力について理解

している。 

・ アンダーハンドパスや、オーバーハンドパスを用いて味方が操作しや

すい位置にボールをつないだりスパイクで返球したりできる。 

・ 相手側のコートに打ち返した後、定位置に戻ることができる。 

思考・判断・表現 

・ 提供された練習方法から自己やチームの課題に応じて練習方法を選ん

でいる。 

・ チームの特徴を踏まえたフォーメーションを見つけている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・ 役割に応じた責任を果たそうとしている。 

・ チームの課題を解決するために話し合いに参加しようとしている。 

 ※ 知：知識・技能  思：思考・判断・表現  態：主体的に学習に取り組む態度 

次 時 学習活動 評価規準(観点：方法) 指導の個別化（手だて） 

一 

１ 

① 

１ オリエンテーションをする。 

(1)試しのゲームをする。 

(2)特性について考える。 

(3)学習課題を設定する。 

学習課題 

自分の得意なポジションを見つ

けて、三段攻撃ができるチーム

をつくる。 
 

・バレーボールの特性や技

術の名称、関連して高ま

る体力について理解して

いる。 

（知：ワークシート） 

具体的な知識を個別に教

示する。 

二 

１ 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

２ 

④ 

２ パス、ポジション練習をする。 

(1)パスのポイントを再確認する。 

 

(2)パス練習をする。 

 

(3)ポジション練習をする。 

  

 

３ コンビネーション練習をする。 

(1)フォーメーションを知る。 

 

(2)フォーメーションを考え、ワ

ンキャッチゲームをする。 

 

(3)三段攻撃局面練習をする。 

 

(4)アタックキャッチバレーをする。 

・提供された練習方法から

自己やチームの課題に応

じて練習方法を選んでい

る。 

（思：ワークシート） 

課題にあった適切な練習

方法を個別に助言する。 

・チームの課題を解決する

ために話し合いに参加し

ようとしている。 

（態：観察） 

チームの課題の見つけ方

について、個別に問う。 

・チームの特徴を踏まえた

フォーメーションを見つ

けている。 

（思：ワークシート、観察） 

具体的なチームの特徴を

確認し、具体例を提示す

る。 

・相手側のコートに打ち返

した後、定位置に戻るこ

とができる。 

（知：観察） 

タブレットを用いて様相

を撮影し、具体的な動き

方を個別に助言する。 

三 

１ 

④ 

４ リーグ戦をする。 

(1)進め方を決定する。 

 

(2)試合や審判をする。 

 

 

５ 単元のまとめをする。 

(1)１年生に技術を伝える。 

・アンダーハンドパスや、

オーバーハンドパスを用

いて味方が操作しやすい

位置にボールをつないだ

りスパイクで返球したり

できる。 （知：動画） 

タブレットを用いて様相

を撮影し、具体的な動き

方を個別に助言する。 

・役割に応じた責任を果た

そうとしている。 

（態：観察） 

具体的な技術のポイント

や役割について個別に助

言する。 

 


